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令和８年 平川地区 袖ケ浦市二十歳を祝う会 
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令和８年２月１日 第１８１号 

 

み の り の 丘 
平岡交流センター（平岡公民館）だより 

去る1月11日（日）、平川地区袖ケ浦市二十歳を祝う会を平岡交流センターで開催し、厳粛な

雰囲気の中、晴れの門出をお祝いしました。会場には、色鮮やかな振袖や紋付き袴、真新しいス

ーツに身を包んだ二十歳となった皆さんが集い、久しぶりに再会する友人たちと笑顔で近況を報

告しあう活気あふれる姿が見られました。 

この式典は、二十歳代表9名を含む20名の実行委員により開催内容などが検討されました。前

日リハーサルを行う二十歳代表の実行委員には、日常生活とは雰囲気や勝手が違う式典の進行に

対し戸惑う様子もありました。しかし当日は、来賓等多くの参加者がいる中、司会進行など自分

の役割をしっかりと果たす姿がありました。 

式典では、教育長や来賓の方々よりお祝いの言葉が贈られました。式典の締めくくりには、二

十歳の参加者を代表して、松枝悠喜さんが壇上に立ち、力強く二十歳の誓いを述べました。「大

人としての責任を自覚し、社会の一員として自立していく覚悟をもちながら、これまでの経験を

活かし、常に学び続ける姿勢を忘れずに、未来に向かって力強く歩んでいきたい」という言葉に

は、自分の周りの方々への感謝と、未来を見据えた真摯な決意と希望があらわれていました。 

また式典後に開催した記念行事では、二十歳代表の実行委員で制作した、お世話になった先生

方からのビデオレターを視聴し、懐かしい思い出に浸るとともに、いただいた祝福の言葉に励ま

しを受けていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

二十歳の皆さんが、夢と希望の未来に向かって羽ばたかれますことを 

職員一同お祈りしております。 

 



ような溝を持ち 合 

 

 

 

 

 

世代間交流事業「ひらおかハッピータイム」・・お正月飾り作り 

 

掘り起こした地中からのメッセージ・・・平岡の考古学 その⑤ 

 今 後 の 予 定 

２月 ２日（月） シニアセミナー⑥ 
２月 5日（木） 小学校家庭教育学級⑤ 
２月１４日（土） 生涯学習推進大会 
２月２１日（土） 地域人材育成講座③ 
２月２５日（水） わくわく女性倶楽部⑥ 
３月１０日（火） 平川中卒業証書授与式 
３月１７日（火） 平岡小卒業証書授与式 

 

図書室からのお知らせ 
 
２月のミニ特設コーナーのテーマは、「寒さ

に負けない」です。他館から集めた資料を並べ
ていますのでご利用ください。 
なお、2/24（火）と2/27（金）は休館と

なります。蔵書点検の日程は、館ごとに異なり
ますので、市立図書館のホームページで、ご確
認ください。 

 

 

 

 

第 5回シニアセミナー・・・百目木地区歴史探訪 

今年の世代間交流事業は、青少年育成平岡地区住民会議 

名幸ヶ丘の会と共催し、お正月飾り作りに挑戦しました。講

師は、ひらおかの里農村公園の管理組合の方々です。 

 講師には材料の用意から参加者の指導まで全面的にご協力

をいただき、3世代でお正月飾り作りに取り組むことができ

ました。作ったお正月飾りは、前垂れ飾りと輪飾りです。参

第５回目の講座は、「百目木地区歴史探訪」と題し、ウォーキングをし

ながら百目木地区の歴史について学びました。講師は、市郷土博物館市民

学芸員のみなさんです。百目木地区には、多くの寺社や石仏、石碑などの

史跡があります。諏訪神社、熊野神社など、全国的な系統の神社や、薬師

堂や観音様などの小さなお寺やお堂も多くあり、それぞれ地元で大切に管

理されています。また、地蔵や石碑など路傍にも多くの史跡が残されてい

ます。特に観音様が馬に乗っている馬乗り馬頭観音は、全国的には大変珍

しい石仏であると紹介されると、参加者の皆さんは驚いていました。 

スタートするときには曇り空だったものの、時間が経つにつれ晴れ間が

広がり、気温も上がって快適に歩けました。約2時間の行程で4キロほど

歩きましたが、説明を受け周りの参加者と話しながらの歴史探訪は、あっ

という間でした。 

 

加者一人ひとりに講師が付き、手取り足取り教えていただきました。 

慣れない作業に参加者の皆さんは苦戦していましたが、講師の力を借りて無

事完成させることができました。自作のお正月飾りをお土産に、参加者の皆さ

んは満足げでした。 
 

今回も本紙で何度も登場してきた文脇遺跡の紹介です。旧石器時代以降、

文脇遺跡では永らく人々が生活していましたが、今から1,600年前の古墳時

代の中頃にいた人々は臼玉と呼ばれる玉などを製作していました。玉といっ

ても数珠玉などではなく、マツリや儀式でネックレスのように首にさげた

り、小刀や銅鏡などを模倣した石製模造品とともに使用されたり、副葬品と

してお墓にいれられたりする特殊なものです。石材は滑石と呼ばれる柔らか

い石を使用しています。高谷の大豆郷遺跡で造りかけの臼玉や双孔円盤と呼ばれる石製模造品が出土し

ています。平岡地区は古墳時代のマツリの道具の生産地でもありました。 

これまで平岡地区の遺跡や出土品を紹介してきましたが、平岡地区の遺跡は、すごいポテンシャルを

秘めていることがお解りになったでしょうか。発掘調査で発見された出土品などは、いにしえのメッセ

ージを伝える宝といえるでしょう。どうぞ地域の宝に対して理解を深めていただき、誇りに思っていた

だければ幸いです。                         郷土博物館館長  西原 崇浩 

※2/21（土）13:00から防災講座を開催します。3.11旭市の津波被害とそこから学ぶ避難所運営についてお話を伺います。 
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